
 

 

 

  

 

 

各教科等年間指導計画 

 

 

 
 

令和８年度 

 東京都立田無特別支援学校 

 

 ３ 年   組  

    グループ  

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 国語 

グループ名、人数 ７グループ ８名 担当教員 ◎保谷太嬉 

 

ねらい 

(1)生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、我が国の言語文化に親しみ、理解できるようにす

る。 

(2)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げることができるようにする。 

(2)言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え

合おうとする態度を養う。 

年間授業時数 70単位時間 使用教科書 ひとり立ちするための国語 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

・漢字読み書き 

・メモの取り方 

通年 〇漢字や語句の読み書きをする。 

▲漢字検定８級程度の漢字の読みができる。 

〇話や会話から情報を聞き取りメモを取る。 

▲情報を的確に聞き取り、適切にメモを取

る。 

・タブレット端末のアプリや

ワークシートを準備し、繰

り返し練習する。 

・視聴覚教材を活用する。 

4 ２年次の復習 

文法（接続詞、主

語・述語・修飾語）

や敬語の理解 

６ 〇簡単な文を接続詞を使ってつなげる。 

▲文脈を理解して接続詞を適切に使う。 

〇敬語を適切に使い分ける。 

▲場や相手に応じて敬語を使い分ける。 

・ワークシートや視聴覚教材

を活用する。 

5 作文・意見文を書

く 

５ 〇体育祭等を振り返り、作文や意見文を書

く。 

▲順序だてて、書くことができる。 

・ワークシートや見本を使っ

てまとめるようにする。 

6 お礼状を書く ８ 〇時候の挨拶を知り、お礼状を書く。 

▲書き方のマナーに気を付けて、ボールペン

で丁寧に書くことができる。 

・ワークシートを用いて、様々

な時候の挨拶を学べるよう

にする。 

7 本を読む 

本の紹介 

ＰＯＰ作り 

13 ○物語を読み、本の紹介ＰＯＰを作る。 

▲題名や作者名、おすすめする理由をまとめ

ることができたか。 

・生徒が興味をもちやすい題

材を用意する。 

・作品例を提示する 9 

10 詩 ８ 〇詩の朗読をする。詩を創る。 

▲テーマに沿って、自由な技法で詩を創るこ

とができる。 

・様々な詩を読みながら、詩

の技法を学ぶ。 

11 新聞記事の読 

解 

６ 〇新聞から興味のある記事を探して読む。 

▲漢字の読みを調べたり、記事の大まかな内

容を読み取ったりすることができる。 

・ワークシートに読み取る項

目を示し、要点を意識しな

がら読むことができる。 

12 年賀状を書く ５ 〇送る相手を考え、年賀状を書く。 

▲年始のあいさつを知り、年賀状を書くこと

ができる。 

・文例を提示し、具体的なイ

メージがもてるようにす

る。 

1 書写 

 

百人一首 

７ 〇毛筆で文字を書き伝統文化に触れる。 

▲自分なりの文字を表現する。 

〇百人一首を通し、和歌や日本の文化に親し

む。 

▲日本の伝統文化を知ることができる。 

・書き順などを丁寧に伝える。 

 

・タブレット端末を活用する。 

2 ことわざ、慣用句 ８ 〇ことわざや慣用句の意味や使い方を知る。 

▲ことわざや慣用句を使った文を作ること

ができる。 

・プリントを用いて、使い方

の例を学ぶことができるよ

うにする。 

3 １年間のまとめ ４ 〇１年間の学習内容を総括する。 

▲学習したことを振り返り、印象に残った学

習を具体的に発表することができる。 

・学習ファイルを整理しなが

ら、学習したことを振り返

る。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 社会 

グループ名、人数 ７グループ８名 担当教員 ◎渡邉俊和  

 

ねらい 

（１）現代社会の諸問題について、原因や対策について学ぶ。 

（２）環境や文化による社会の多様さについて学ぶ。 

（３）生活に身近な制度や法規が自らの生活を守っていることを学ぶ。 

年間授業時数 18 単位時間 使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

4 現 代 社 会 の 諸

問題① 

 

３ 〇環境問題（海洋汚染） 

▲自分の生活と環境問題がどうか

かわっているのかを調べたり考え

たりすることができる。 

・写真や動画などの視覚

教材を用意し、どんな

問題が発生している

のかを示す。 

 

5 現 代 社 会 の 諸

問題② 

 

４ 〇先進国の少子高齢化と新興国の

人口爆発 

▲人口問題の何が問題なのかが分

かり、各国の原因と対策を調べる

ことができる。 

・ICT 機器を活用できる

ように、手順をモニタ

ーで移すなど自発的

に ICT機器が利用でき

るように配慮する。 

6 日本の気候・世

界の気候～生活

の違い 

３ ○日本の気候の特徴について知る 

〇世界の気候帯と特徴を学ぶ 

▲どこにどのような気候的特徴が

あるのかを調べることができ 

▲各気候帯の特徴や生産されてい

るものを説明することができる。 

・ICT 機器を用い、映像

で日本や世界の気候

の特徴を指導する。 

・なぜ、気候が違うのか

を地球儀や図を使っ

て説明する。 

7 

8 

各 国 の 食 べ 物

の違い 

４ 〇世界での食べ物の多様性 

〇食べ物の違いが生じる原因→文

化的要因、環境的要因 

▲地図や ICT 機器を活用し、食べ物

の違いを調べたり、考えたりする

ことができる 

・各地の有名な食べ物か

ら気候を考える。 

・宗教によって食べられ

ないものがあること

を動画資料で示す。 

9 

 

 

社 会 参 加 の き

まり 

４ ○社会生活に必要な決まりを学ぶ。 

▲共感しやすい判例を示し、法の適

用の仕組みを知ることができる。 

▲権利を制限することは、他者の権

利を守ることでもあることを説

明することができる。 

・ルールは行動を縛るも

のであると同時に、自

らを守るものである

ことを知る。 

・生成 AI に、要約させ

たり、分かりやすく説

明させたりする。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 数学 

グループ名、人数 ７グループ  ８名 担当教員 ◎佐藤あさ美 

 

ねらい 

（１）数量や図形などについての理解を深める。 

（２）日常の事象を数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

を伸ばす。 

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学を生活や学習に活用す

る態度を養う。 

年間授業時数 70 単位時間 使用教科書 ひとりだちするための算数・数学 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

いろいろな計算 
 
 
電卓 
 
数学ゲーム、パ
ズル 

通年 ○四則計算・整数・少数 

▲個々の段階に応じた個別の課題

に取り組む。 

○電卓の活用 

▲使い方や正確性の向上を目指す。 

○数学ゲーム、パズル 

▲数学に関するゲームに興味をも

ち、友達と協力し、余暇に繋がる

ことが分かる。 

・各自の段階に合わせた

課題を用いる。 

・１００マス計算・パズ

ルやゲームなど興味

をもちやすい題材を

用いる。 

・ICT 機器を用いて、自

発的に取り組める課

題を用意する。 

4 

5 

量と大きさ 10 〇長さ、重さの測定 

▲測定方法及び測定時の注意点を

理解した上で実際に測定できる。 

○単位の種類 

▲いろいろな単位が使われている

ことを理解する。 

・長さや重さなどの身近

な測定器具を用いる。 

・身長や体重など、身近

なものに使われている

単位を題材にする。 

6 

7 

図形 12 ○平面図形と立体図形 

▲四角形や三角形などについて、角

度などの特徴を理解する。 

▲正確に作図する。 

▲六面体や直角について理解を深

める。 

・特徴や違いを分かりや

すく示す。 

・簡単な図形から作図に

取り組む。 

・サイコロなど身近なも

のの展開図を用いる。 

9 

10 

表 と グ ラ フ の

作成 

資 料 の 整 理 と

分析（データ整

理） 

10 ○いろいろな表とグラフ 

▲身近な表やグラフに関心をもち、

作成することができる。 

○資料の読み方 

▲最大値や最小値など、簡単な分析

ができる。 

・ランキングや数値など

身近で興味のある題材

を用いる。 

・情報機器を活用し、調

べながら学習を進め

る。 

11 

12 

時 間 と 時 間 の

管理 

８ ○時間の計算と予定の作成 

▲時間の計算ができる。見通しをも

って予定を立てることができる。 

▲交通機関の時刻表を読み取り、計

画を立てることができる。 

・休日の予定や旅行な

ど、身近な題材でシミ

ュレーションし興味を

もって取り組めるよう

にする。 

1 

2 

3 

金銭の計算 15 ○税率（消費税）の計算 

▲消費税の計算ができる。 

○収入と収支 

▲買い物など、身近な収支計算がで

きる。 

・実際の金額でシミュレ

ーションする。電卓を

用いて計算できるよう

にする。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 理科 

グループ名、人数 ７グループ ８名 担当教員 ◎野瀬 

 

ねらい 

（１）自然の事物・減少について基本的な理解を図る。 

（２）観察、実験などをおこない、解決方法を考える力を養う。 

（３）自然を愛する心情を養う。 

年間授業時数 17 単位時間 使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

10 

11 

人の体のつくり

と働き 

 

６ ○人や他の動物について、体のつく

りと呼吸、消化、排出及び循環の

働きに着目して、生命を維持する

働きを多面的に調べる活動を行

う。 

▲人や動物の体のおおまかなつく

りや呼吸の働き等を理解できる。 

・分かりやすいように図

や動画等を活用する。 

12 

１ 

人と環境 

 

５ ○動物や植物の生活を観察したり

資料を活用したりする中で、生物

と環境との関わりに着目して、そ

れらを多面的に調べる活動を行

う。 

▲動物、植物、その他自然環境は循

環していることを調べ、そのバラ

ンスが崩れることによる影響等を

考えることができる。 

 

・人は環境と関わり工夫

して生活していること

が分かるようにする。 

・図や動画などを使っ

て、イメージしやすい

ように行う。 

２ 

３ 

天気の変化 ６ ○雲の量や動きに着目して天気の

変化と関連付ける。 

▲雲の量や動きなどで天気を予測

できる。 

▲防災にもかかわることが知るこ

とができる。 

・実際の天気や雲の動き

を観察する。 

・動画や映像資料を用い

て、分かりやすく示す。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 音楽 

グループ名、人数 ７・８グループ 16 名 担当教員 ◎矢島、内藤、村上 

 

ねらい 

（１）曲想や背景など音楽の多様性について理解するとともに、必要な音楽表

現の技能（歌唱、器楽、創作等）を身に付ける。 

（２）音楽を自分なりに評価しながら、美しい曲や好きな曲を味わって聴くこ

とができる。 

（３）主体的・協働的に取り組み、音楽文化を親しむとともに音楽によって生

活を明るく豊かなものにする態度を養う。 

年間授業時数 70 単位時間 使用教科書 くらしに役立つ音楽「東洋館出版社」 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

発声練習 

鑑賞「生演奏」 

共通教材 

「日本歌曲」 

「世界の曲」 
通年 

〇姿勢や発声法を意識して歌う。 

▲音の高低、リズムの違いに気付

き、発声をする。 

○我が国や諸外国の様々な音楽に

触れ、独自の文化や多種多様性に

ついての理解を深める。 

▲興味関心をもって、意欲的に鑑賞

している。 

・発声のしやすいリズム

や旋律を伴奏や模範歌

唱で提示する。 

・演奏に注目できるよう

に環境を整える。 

4 身体表現 

「体育祭の曲」 

 

 

器楽 

「和太鼓」 

 

歌唱 

24 

〇教員を模倣し、振り付けを覚えて

踊る。 

▲音楽を聴いて、自分なりに身体を

動かそうとしている。 

〇伝統的な奏法で、間や序破急（速

度の緩急、強弱）を表現する。 

▲伝統的な奏法を意識して演奏す

ることができる。 

〇曲想を考えてのびやかに歌う。 

▲曲想や強弱を意識して歌おうと

している。 

・教員が正面で踊り、模

倣できるようにする。 

 

 

・鉦や伴奏を活用し、リ

ズムにのって演奏でき

るよう支援する。 

 

・正面で手本を示し、歌

詞に合わせて部分的

に繰り返し練習する。 

5 

6 

7 

9 器楽 

「合奏」 

 

鑑賞 

「音楽鑑賞会」 

 

歌唱・身体表現 

「 文 化 祭 の 歌

他」 

28 

〇有音程の楽器と合わせ、打楽器等

も活用し、アンサンブルをする。 

▲楽器の奏法を理解し、楽譜を見て

自分で演奏することができる。 

〇様々な国の音楽に触れ、様々な楽

器の音色に親しむ。 

▲静かに鑑賞することができる。 

〇リズムにのって歌ったり身体を

動かしたりする。 

▲自分のパートの役割を意識しな

がら、表現することができる。 

・生徒の実態に合わせて

色、表形式などの楽譜

を使用する。 

 

・教員が生演奏を行い、

静かに鑑賞する練習

をする。 

・視聴覚機器を用いてイ

メージをもちやすくす

る。 

10 

11 

12 

1 歌唱・鑑賞 

「卒業式の歌」 

 

 

「国歌」 

18 

○合唱の楽しさを感じ取り、声の重

なりを意識して歌う。 

▲ハーモニーを感じながら仲間と

声を合わせて歌うことができる。 

・視聴覚機器で映像を使

用し、合唱のイメージ

をつかみやすくする。 2 

3 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 美術 

グループ名、人数 ７・８グループ 16 名 担当教員 ◎牧野 佐藤 星野 

 

ねらい 

（１）造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方法を追

求して創造的に表すことができるようにする。 

（２）造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫などについて考え、主題を

生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化などに対する見方や

感じ方を深めたりすることができるようにする。 

（３）主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する

心情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

年間授業時数 70 単位時間 使用教科書 美術資料 東京の美術（秀学社） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通      

年 

鑑賞  

アートスキルト

レーニング 

 
通年 

〇作品を生活の中で生かす。 

▲作品を介したコミュニケーションが

できる。 

〇自己表現の体験を積み重ね、表出す

ることに対する自信を高める。 

▲造 形 活 動 に主 体 的 に取 り組 める  

〇自 他 の作 品 の価 値 に気 づく。  

▲個 々の作 品 の違 いや良 さを感 じ

られる。  

・制作を介して人と

関わり、作品を生

か せ る 場 を つ く

る。 

・繰り返し行える活

動にするなど、主

体的に行えるよう

に工夫する。 

4   

5 

6 

7 

9 

オリエンテーシ

ョン 
４ 

〇簡単な制作を通して主体的に活動に

取り組み、授業のルールを知る。  

▲制作活動に興味関心をもち活動に主

体的に参加できる。 

・成功体験を通し、

活動に意欲的に向

か え る よ う に す

る。 

ICT 機器を使っ

た情報収集と利

用 ８ 

〇 ICT 機器を利用した情報の収集と共

有、作品制作。 

▲集 めた情 報 の管 理 ・ 活 用 できる。  

▲情 報 の適 切 な扱 い方 を学 ぶこと

ができる。  

・操作方法を動画

などで分かりやす

く提示する。 

・反復し技術習得で

きるようにする。 

絵画制作 

 
14 

〇キャンバスに描く。 

▲自分の興味関心をオリジナル作品と

して表すことができる。 

▲描画方法を選択して制作できる。 

・デザインや制作方

法を選択しやすい

よう、素材の提案

をする。 

10 

11 

12 

文化祭に向けた

取り組み 
14 

〇文 化 祭 舞 台 道 具 を制 作 する。  

▲制 作 分 担 に従 い、協 力 し合 って

互 いの力 を発 揮 して取 り組 める。  

・発表の内容を授業

で伝えることで、

行事への理解につ

なげる。 

立体制作 

14 

〇粘土や羊毛等を使った羊の制作。 

▲説明を見聞きし主体的に制作に取り

組むことができる。 

▲完成形や動きなどをイメージしなが

ら制作に取り組むことができる。 

・制作工程をイメー

ジできる動画など

を提示する。 

1 

２ 

３ 

卒業記念制作 

16 

〇記念作品を作る。 

▲使うことを意識して制作できる。 

▲掲示を見て、準備や手順を理解して制

作することができる。 

▲暮らしの中で美術的活動を楽しむことが

できる。 

・手順が分かりやす

いよう、視覚教材

を充実させる。 

・道具を一定の場所

に置き、準備しや

すいようにする。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 保健体育 

グループ名、人数 ７・８グループ 16 名 担当教員 ◎奥山 （火）畠山  

    （金）畠山  

 

ねらい 

（１）合理的な身体の使い方の理解を深め、目的に応じた運動の仕方を身に付ける。 

（２）自他の運動課題を発見し、解決のために考え判断したことを他者に伝えること

ができる。 

（３）自己の役割を果たし、卒業後も運動に親しむ意欲、態度、スキルを養う。 

年間授業時数 105 単位時間 使用教科書 くらしに役立つ保健体育（東洋館出版社） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

体つくり運動 

集団行動 

 〇ヨガ、ストレッチ運動、体幹トレ

ーニング等 

〇集団行動 

▲特性に応じた動きをしている。 

・動きごとに、キーワードを

提示して、合理的に動ける

ようにする。 

前

期 

保健 １ ○心身の健康について 

▲ストレスマネジメントや疾病に

ついて学び、日常生活に生かすこ

とができる。 

・チェックシートを用いる。 

・具体例を挙げ、自分の生活

に結び付けられるようにす

る。 

後

期 

保健 ２ 〇人との適切な関わり方  

異性、他者との距離感について 

▲卒業後の生活に向けて具体的な

対策を考えている。 

・事例を基にロールプレイを

実施して確認できるように

する 

・具体的な身の守り方を学ぶ 

４ 

５ 

陸上競技 11 〇短距離走 

▲短距離走の決まりを守り、自己の 

 力を発揮することができる。 

・カラーコーンや色ラインで

コースを分かりやすくす

る。 

５ 

６ 

新体力テスト 

 

８ 〇新体力テスト（握力、上体起こし、

長座体前屈、反復横跳び、シャト

ルラン、立ち幅跳び、ボール投げ） 

▲自己の体力の状態を理解し、改善

のための方策を考えている。 

・各テスト項目の動きのポイ

ントを提示し、適切に測定

できるようにする。 

６ 

７ 

水泳 22 〇水泳（蹴伸び、キック、４泳法） 

▲身体を大きく動かし、合理的な泳

ぎができている。 

・測定の機会を随時設定し、

泳力の向上を実感できるよ

うにする。 

９ 

10 

11 

器械運動 

 

 

31 〇マット運動・跳び箱・平均台 

▲滑らかに動いている。技をつない

で演技を構成できる。 

・滑らかに動けているか、動

画で確認し修正できるよう

にする。 

12 球技 15 〇ゴール型（サッカー・バスケット

ボール・ニュースポーツ・障害者

スポーツ、選択種目） 

▲球技の決まりや簡単なルールを

守り、自主的に運動ができる。 

・コートの大きさやボールの

大きさなど、生徒の実態に

応じて適切な環境設定を行

う。 

1 

2 

3 

陸上競技 

武道 

12 

3 

〇長距離走  

▲記録向上に向けて工夫して走っ

ている。 

○剣道、柔道、相撲、空手など 

▲礼儀作法や所作など、基本的な動

きができる。 

・毎回本人が目標設定し、自

己評価できるようにする。 

 

・ＤＶＤを活用して視覚的に

示す。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 職業 

グループ名、人数 ７.８グループ16 名 担当教員 ◎小田部 〇渡邉 

 

ねらい 

（１）就職活動や福祉サービス、生活設計に関する知識や技能を身につける。 

（２）学習や現場実習を振り返り、進路先決定と将来設計を表現する力を養う。 

（３）自己理解を深め、将来設計を具体的にしていく態度を養う。 

年間授業時数 87.5単位時間 使用教科書 知的障害・発達障害の人たちのための見てわかる社会生活ガイド集 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

職業生活  

情報機器の活  

用。 

 

ソーシャルスキル 

毎時  

 

 

 

 

７限職業  

○挨拶を通して、「切り替え」を学ぶ。 

▲授業の開始で「切り替え」ができる。 

〇情報機器の活用 

▲入力方法や情報収集の方法を知る。 

〇卒業後の様々な場面において、事例やケー

スを通して、対処方法や対応を学ぶ。 

▲対処方法や対応を考え、学ぶ。 

・挨拶で授業への「切り替え」

を身につける。 

・情報収集の方法として端

末を活用する。 

・事例やケースを通して、

考える。 

４ オリエンテーション 

３年生の「職業」 

８ 〇３年「職業」の学習内容 

▲学習内容について見通しをもつ。 

・ワークシートに記入、情

報機器に入力する。 

５ 

６ 

就職活動につ

いて① 

20 ○実習生資料について 

▲「自己理解」を深めることができる。 

〇就職活動の仕組み・構造・手続きついて 

▲就職活動の流れ、手続き方法を理解する。 

・「ICFの観点」等から「障

害者雇用」について考え、

自己理解につなげる。 

・資料(流れ、求職申込書、

求人票)を活用し手続き

を理解する。 

7 生活設計につ

いて① 

８ ○生活設計‐相談・お金・暮らし‐ 

▲福祉サービスについて学ぶ。 

▲福祉課訪問の準備をする。 

・ICT を活用し、福祉サー

ビスを学ぶ。 

9 就職活動につ

いて② 

８ ○履歴書、内定後について 

▲履歴書の書き方を学ぶ。 

▲内定後の学校生活について知る。 

・先輩達の履歴書を参考に

履歴書を記入する。 

・資料「内定取消し」で学

ぶ。 

10 生 活 設 計 につ

いて②～⑥ 
10 ○生活設計‐お金・暮らし‐  

▲給料・工賃の使い方、社会保険に

ついて学ぶ。 

▲グループホームや通勤寮、一人暮らし等に

ついて考える。 

〇生活設計‐趣味・学び・楽しみ- 

▲余暇の過ごし方やレジリエンスについて考

える。 

・ICT を活用し、情報収集

する。 

・写真やビデオ等で様子を

具体的にイメージできる

ようにする。 

・コーピングで「楽しみ」

について情報収集する。 

・レジリエンスを知る。 

 

11 私の応援団  10 〇相談支援事業所、就労支援センターにつ

いて学ぶ。 

▲卒業後の相談先を知る。 

・ICT、資料などで相談先

があることを学ぶ。 

※ゲストティーチャー活

用 

12 

１ 

私の将来設計  11 ○将来設計（ 4 つの四角）について考

える 

▲4つの領域をまとめる。 

・ これまでの学習内容

をワークシート (4 つの

四角 )に入れ込み、将

来設計をまとめる。 

２ 

３ 

「 移行計画 」 を

つくる 
7.5 ○これまでの学習をまとめ「 移行計

画」をつくる。 

▲学習内容を振り返り、「移行計画」にまと

める。 

・ これまでの学習内容

をワークシート (4 つの

四角 )から、移行計画

をつくる。 

 



令和７年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 情報 

グループ名、人数 ７，８グループ 16名 担当教員 ◎渡邉 横井 

 

ねらい 

（１）基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについて理解する。 

（２）問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する力を養う。 

（３）身近にある情報や情報技術を適切に活用する。 

年間授業時数 35単位時間 使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

入力練習 通年 〇ワープロ検定の４級の問題を毎回 10

分間やる 

▲キーボードの機能を理解している。 

〇行事、クラス活動等の内容を調べて、

事前事後学習に活用する。 

▲Web サイト等を利用し、繰り返し練習

することができる。 

・読めない漢字はタブレッ

ト端末のアプリ等で調べ

る。 

・調べた内容を伝わりやす

いように促す。 

4 オリエンテーシ

ョン 

昨年度の復習 

３ 〇ワードやパワーポイント、去年学んだ

ことを復習する。 

▲興味をもち、積極的に取り組む姿勢が

ある。 

・一人一台のタブレット端

末を使用する。 

５ 情報モラル ３ 〇SNSでの情報モラルについて考える。 

〇情報に関する身近な法規やマナー、モ

ラルについて考える。 

▲SNS 上でのトラブル等を知ることがで

きる。 

▲情報の正しい活用方法を考えること

ができる。 

・ニュースや時事問題を取

り入れる。 

・タブレットを使用して、

ニュースなどを調べる。 

６ 

７

９ 

表計算ソフトの

活用 

10 〇表計算ソフトの基礎知識について学

び、一覧表や、計算をすることができ

る。 

▲ パソコンについて基本を学ぶことが

できる。 

・情報テキスト、過去題を

活用する。 

・合格するまで繰り返し取

り組む。 

10 

11 

12 

１ 

プログラミング

学習 

８ 〇スクラッチを通してネコが動いたり

跳ねたりするプログラムを作成する。 

〇ロボットへのプログラミング入力を

通して、プログラミング的思考を身に

付ける。 

▲グループ内で相談しながら解決法を

探ることができる。 

・理解しやすいタブレット

端末のアプリを活用す

る。 

2 

3 

調べ学習 

まとめ 

11 〇行事の行先や内容等を調べ、計画を立

て、事前事後に活かす。 

▲興味をもち、積極的に取り組む姿勢が

ある。 

〇１年間のまとめを行う 

▲プレゼンテーションソフトを使用し

て、見やすく伝わりやすいまとめ報告

を行う。 

・行事等で必要と思われる

内容を伝え、調べるため

のきっかけをつくる。 

・年間を通して、授業の振

り返りを行う。 

 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 家庭 

グループ名、人数 ７、８グループ 16 名 担当教員 ◎敦賀 阿部（5 時間目） 矢島（６時間目） 

ねらい 

（１）家庭の機能についての理解を深め生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費

や環境等についての基礎的な理解を図る 

（２）生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を考える力を養う。 

（３）よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考える実践的な態度を養う。 

年間授業時数 70単位時間 使用教科書 外食のカロリーガイド<改訂版> 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

通

年 

身支度､準備､ 

片付け､清掃 
通年 

○身支度､準備､片付け､清掃､ゴミ捨

てをする。 

▲身支度や安全な道具の使い方、ゴミ

捨てができる。 

・準備、片付け、掃除の手順

表を絵や写真で分かりやす

く掲示する。 

4 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

日用品の制作 

「刺繍・ボタンつ

け」 

６ 

〇被服室・調理室の使い方。 

▲ルールや安全な使い方を知る。 

○スウェーデン刺繍の練習。 

▲丁寧に刺繍に取り組む。 

・見本を示し具体的に伝える 

・縫い方や縫う方向等、印を

つけて示す。 

5 日用品の制作 

｢ランチトートバッ

ク｣ 10 

○刺繍やステンシルの模様をつける。 

▲丁寧に刺繍ができる｡ 

・見本を示し具体的に伝える 

・縫い方や縫う方向等、印を

つけて示す。 

・実際に正しい方法を師範す

る。 

6 

7 

６ 

○手順にそってランチトートバック

を作る。 

▲丁寧に刺繍やステンシルができる。 

・縫う方向等、印をつけて示

す。 

9 

８ 

○アイロンやミシンを使って作品を

作る。 

▲ミシンで直線縫いができる。 

・実際に正しい方法を師範し

手順を分かりやすく示す。 

・縫う方向等、印をつけて示

す。 

10 日常食の調理 
６ 

〇レトルト や冷凍食 品、電子レ

ンジを使っ た料理を する。  

▲道 具 を 安 全 に 使 っ て 調理する

ことができる。 

・写真付き手順表や動画等を

活用し分かりやすく提示す

る。 11 
８ 

12 日常食の調理 

「電子レンジを使

った調理」 

冷凍食品でつくる

お弁当 

６ 〇電子レンジの使い方を知る。 

▲電子レンジの安全な使い方ができ

る。 

・動画等を通し、危険性につ

いて触れる。 
1 ６ 

2 
８ 

3 消費生活･環境 

 

「消費者の基本的な

権利」 
６ 

〇 自 分 や 家 族 の 消 費 生 活 が 環

境 や 社 会 に 及 ぼ す 影 響 に つ

いて理解す る。  

〇 購 入 方 法 や 支 払 い 方 法 の 違

い。  

▲いろいろな金銭の支払い方がある

ことについて理解する。 

・消費生活センターと連携し

て具体的な事例を挙げる。 

・教室内で買い物場面を設定

し、金銭模型を用い て 買

い物の経験 をする。  

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 特別活動（ホームルーム） 

グループ名、人数 各学級 60名 担当教員 各学級担任 

 

ねらい 

（１）自分たちで考え、協力して行動する。 

（２）様々な活動を通して、社会のルールやマナーを理解する。 

（３）集団の中で自分の責任を果たしたり、問題解決の方法などを学んだりする。 

（４）交友関係を広げ、高校生活を楽しむ。 

年間授業時数 35単位時間 使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

 

 

 

4 

高等部の学校生

活を楽しもう 

３ 〇学年オリエンテーション 

（高３の授業や行事を知る） 

〇学級目標決め 

〇個人目標決め 

〇係活動決め 

▲高３の授業や行事を理解する。 

▲お互いに協力して活動する。 

▲意見を述べたり選択したりする。 

・視聴覚機器を使用したプ

レゼンテーションを用い

るなど、それぞれの生徒

の障害特性や発達の状況

に合わせて理解が促せる

よう、教材を工夫する。 

 

 

5

～ 

3 

学級で活動しよ

う 

20 〇学級活動（体育祭、現場実習、文化祭

などの活動の理解と準備、反省） 

▲活動に見通しをもつことができる。 

▲自分の意志や意見をもつ。 

▲お互いに協力して活動する。 

・視聴覚教材を利用して活

動内容の理解を促す。 

・選択肢を示し、意見や意

思を表出しやすくする。 

・ＩＣＴ機器を利用する。 

 

 

9 

防災について考

え、防災訓練をし

よう 

２ 〇災害についてそれらに関連した事象

について知り、防災に対する意識を高

める。 

〇避難訓練、消火訓練に参加する。 

▲避難経路を知り、消火訓練等の体験が

できる。 

・視聴覚教材を利用してイ

メージがもてるよう促

す。 

・ＩＣＴ機器を活用する。 

 

７ 

 

12 

 

3 

学年集会をしよ

う 

８ 〇学年集会についての話し合い 

〇学年集会の準備 

〇学年集会の進行 

▲活動内容を考えることができる。 

▲意見を発表したり選択したりするこ

とができる。 

▲自分の役割を果たす。 

・お互いの意見を尊重しな

がらまとめることができ

るよう助言する。 

・参加が可能な活動になる

よう促す。 

 

3 

３年生のまとめ ２ 〇学級目標や個人目標、係活動の反省 

▲自分について振り返り、他者の良い点

に気付くことができる。 

・行事や学習場面の写真や

映像等を振り返り、自己

評価、他者評価ができる

よう促す。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 生活単元学習 

グループ名、人数 S・O類型 57名 担当教員 B,C,D,E,F,G,H,I組担任 

 

ねらい 

（１）社会人になるための準備として様々なことを経験する。 

（２）行事の内容を知り、意欲や目標をもって主体的に活動する。 

（３）季節行事に係る活動を通し、日本や外国の文化に触れる。 

年間授業時数 35単位時間 使用教科書  

月 単元名（題材） 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

4 

 

３年生になって 

 

2 〇授業内容や行事について知る。 

▲説明にそって必要事項を記入する。 

・各自のしおりに記入す

る。 

5 体育祭を成功さ

せよう 

2 〇体育祭の事前・事後学習 

▲内容に見通しをもって活動できる。 

▲友達と協力して活動できる。 

・体育の学習と関連をも

たせて指導する。 

 

5 

6 

7 

 

世界の国を知ろ

う 

７ ○外国の行事や文化に触れる（ＡＬＴによ

る学習） 

○ＡＬＴの母国であるアイルランドの文

化や言語などについて学び、国際社会へ

の理解と関心を高める。 

○アイルランドを含む５か国を選び、国旗

や言語、食文化、日本とのつながりを調

べる。 

▲外国人講師と交流する。 

▲国名と国旗を一致できる。 

・興味関心のある題材を

とりあげる。 

・家庭と連携する。 

・ＩＣＴ機器を用いる。 

・図書教材を利用する。 

9 

10 

現場実習を成功

させよう 

8 ○現場実習先の名称、場所、内容を知る 

○実習先での言葉遣いや態度、マナーなど

を学ぶ 

▲自分のできたことや課題を理解し、今後

の学校生活に活かす。 

・事後学習で本人と成果

や課題を明らかにし、

家庭と連携する。 

・ＩＣＴ機器を用いる。 

11 

12 

文化祭を成功さ

せよう 

７ ○文化祭事前・事後学習 

○劇において演技や台詞で表現する。 

▲自分の役を意識し、表現する。 

▲友達と協力して作り上げる喜びや、達成

感を味わう。 

・得意なことを活かした

活動に取組む。 

・皆で協力してひとつの

ものを作り上げるこ

との意義を説明する。 

1 

2 

校外学習に行こ

う 

５ ○活動場所や内容を知る。 

○係活動に協力して取り組む。 

▲自分の役割を理解し、主体的に活動す

る。 

・視覚教材で活動場所や

内容を理解する。 

・ＩＣＴ機器を用いる。 

・図書教材を利用する。 

3 社会人になる準

備をしよう。 

４ 〇３年生を送る会 

〇卒業式事前練習 

▲卒業という節目を意識する。 

▲感謝の気持ちと新たな出発を決意する。 

・門出のことばや歌の練

習を繰り返し行い、自

信をもって臨めるよ

うに支援する。 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 総合的な探究の時間 

グループ名、人数 60 名 担当教員 ３年生教員 

 

ねらい 

（１）実社会や実生活と自己との関わりから自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

（２）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新

たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

年間授業

時数 

35 単位時

間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

４ 

 

 

5 

オリエンテーショ

ン 
３ 

○活動内容を知り、学習する課題を

決めるきっかけとする。 

・活動紹介スライドを

写し、簡単に説明した

後、希望アンケートを

とる。 

以下の５グループ

に分かれて選択活

動を行う。 

 

 

・情報 

 

 

 

 

・日本と世界 

 

・スポーツ 

 

 

・芸術（音楽） 

 

・芸術（美術） 

４ 

【すべてのグループ】 

・ジャンル、歴史、今注目の種目や

分野等について課題をもち、調べ

たりまとめたりし、発表する。 

 

・生活に必要な身近な情報を調べる。 

・自然や日常生活をテーマに情報機

器を使用して、動画など制作物にま

とめる。 

 

・日本や世界の文化、地域のお祭り

や伝統の遊びなどを調べる。体験

する。 

 

・ボールを使ったさまざまな集団スポー

ツ、各種トレーニング、ボッチャ交流

会など 

 

・美術や音楽などの芸術作品について

調べる、表現する 

 

 

▲課題解決のために調べたり体験

をしたりし、実際に活動した感想

を発表することができたか。  

▲問題意識あるいは興味・関心をも

ち、情報を整理し、発表すること

ができたか。 

 

▲友達と協力して調べ学習や発表

に取り組むことができたか。  

 

・生徒の主体的な活動

を設定するよう工

夫する。 

 

・情報を収集・整理す

るなどの学習活動を

主体的に行えるよ

う、テーマ、教材等を

工夫する。 

 

・体験活動・調査・研

究、発表などを取り

入れる。 

 

 

・活動のイメージがもて

るよう、視聴覚機器

を活用する。 

 

・自分の作品を紹介し

たり、友達の作品の

良さを感じ取って感

想を発表したりする

場を設定する。 

6 

４ 

7 

３ 

9 

３ 

10 

４ 

11 

４ 

12 

３ 

1 

３ 

２ 

３ 

３ 

１ 

 



令和８年度東京都立田無特別支援学校年間指導計画 

学部 高等部 学年 ３年 教科等名 作業学習 

グループ名、人数 ビジネスチャレンジ班 

16名 

担当教員 清掃  ◎畠山 

事務補助◎矢島 

喫茶接客◎横井  

 

ねらい 

（１）素材、道具・機械、工程・手順についての知識、理解を高め、基本的な技能（手・指・

身体の使い方等）を高める。 

（２）職業生活に必要な返事・報告・相談等を必要に応じて活用できる力を身に付ける。 

（３）働くことの喜び、厳しさを体験することを通して、労働に対する意欲を高め、仲間と協

力できる適切な人間関係を育む。 

年間授業時数 332.5単位時間 使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ▲評価の観点 指導の工夫 

4 

 

オリエンテーション 

 

3.5 

 

〇作業のルール、目標を確認する。 

▲作業班の約束を意識しているか。 

・視覚支援を行い学習の効

率化を図る。 

5 

6 

7 

 

 

9 

10 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

清掃 

・資機材の実践的な扱い

方 

・校内清掃 

・外部清掃 

 

事務補助業務 

・校内受注業務 

・定期作業 

 

喫茶接客業務 

・校内カフェサービス 

・接遇マナー研修 

・仕入れ、在庫チェック 

 

 

 

清掃 

・清掃技能検定練習 

・校内清掃 

・外部清掃 

喫茶接客業務 

・外部での作業製品販売 

・喫茶接遇サービス 

 技能検定練習 

 

206 

 

○校内外の清掃（教室・廊下・窓） 

▲隅々まで丁寧に作業しようとして

いる。 

○各種資機材の正しい扱い。 

▲資機材を安全に扱っている。 

 

○作業を知り、作業技術を取得する。 

▲シュレッダー、裏紙作成、押印、 

用紙補充、入力業務を行えるか。 

○ビジネスマナーを身に付ける。 

▲自ら挨拶・報告・連絡・相談を行う。 

○カフェ営業による厨房、接客業務 

▲報連相を意識して、自ら進んで活動

する。 

○マニュアルに基づいた業務を行う。 

▲衛生に気を付けて、接客ができる。 

〇自ら在庫を点検票に記入する。 

▲点検票に正しく記入できる。 

○清掃技能検定 

▲正しい手順を理解し実践している。 

〇地域の学校や公共施設の清掃活動 

▲日頃の学習を応用しながら行って

いる。 

〇外部施設で飲み物・作業製品を販売

する。 

▲笑顔、言葉遣い、姿勢に気をつけて

接客を行っている。 

〇検定の DVD を見て検定の流れを覚

え練習する 

▲上位級を目指し練習しているか。 

・作業工程を分けて、覚え

てから次の工程に移るよ

うにする。 

 

 

 

・各事務機器のマニュアル

を使い操作する。 

・作業管理表を使用し、確

認する。 

・絵カードやマニュアルを 

使い手順を提示する。 

 

 

 

・衛生管理についてチェッ 

クシートを用い、徹底す 

る。 

 

・検定用 DVDを活用しなが 

ら実践を行う時間を設け 

る。 

・手順や方法をあらかじめ 

確認する。 

 

・自信のある工程を任せる。 

・ 役割分担、指示書、写真カ

ードを提示する。 

・ 教員による見本を示す。 

 現場実習（10月～12月） 

 

123 ○現場実習において就労に見通しを

もつ。 

〇校外での清掃 

▲礼儀正しく挨拶できる。安全に作業

できている。 

○清掃技能検定 

▲正しい手順を理解し実践している。 

・しおりを使い事前学習を

深めていく。 

・ 手順表を簡潔に表記する。 

・身だしなみチェック表を準 

備する。 

 

 


